人事委員会傍聴者の声（5）
オムツをさせてまでも君が代を歌わせろ。
【2005・12・21】

12・21卒⑥グループ・江崎安幸(大泉養護学校長)・清水一幸(練馬工業高校校長)

*「江崎校長は、日常『俺って都教委の言いなりになっているふがいない男だよなー』とこぼしていたと言われたが、肝心な事は『記憶にない』と言う。『10・23通達』の説明会が、何の説明会といわれていたかも忘れ、臼井人事部長が出席していたことも『記憶にない』という。3月に出した職務命令は、周年行事校の資料(雛型)を使用したと言ったのに、問いただされると、しらばっくれる。本当に『都教委の言いなりのふがいない男』そのものだ。職務命令を出す法律は根拠も知らずに『必要だから出した』では余りにもお粗末すぎる。予行の時に、生徒が尿意をもようしたので、渡辺先生が連れ出したのを教頭が見て、子どもにはオムツをあてて、君が代の時は会場に居るように、『これは職務命令だ』言ったという。トイレに行ける子にオムツをしてまで君が代を歌わせることの非人間的、非教育的発想に、本当にゾッとする。」　　　　　(関口暁子・元都立高校教員)
*＜ヒゲメモ＞
「12・21(水)午前は裁判、午後は都庁での人事委員会審理の2連チャン。10時、東京地裁で第3回『嘱託員不採用撤回裁判』あり。私は門前で遅れて来る人のために10分間程待機した後、722号法廷に入ると同時に、なんと裁判長の閉会宣言で終了。前回、都側からだされた訴状認否には、相変わらず不採用理由が明示されていませんでした。その為裁判長から、『成績良好とは認められない』と判断した理由を命じられ、つい最近、書面で『職務命令に従わなかった』ためであると回答してきました。前年度までは、嘱託希望者は原則全員合格していたのに、『40秒の不起立での不採用』は今後現役の先生方にも処罰継続の恐れがあり、現在10名の『嘱託合格者取り消し』の首切り訴訟と連携して取り組みを進める事となります。次回は2月23日(木)10時30分・715号法廷。
午後14時から都庁で人事委員会審理校長尋問。2名の校長、証言の前に『私は・・・良心に誓い、何事も隠さず真実を述べます。』と宣誓するも、相変わらず『ノラリ、クラリ』と明らかなウソを繰り返す。江崎校長は『校長室に来い』と職務命令を出しながら『職務命令の法的根拠は？』と問い正すと、『法律家ではありませんので詳しく説明できません』とうそぶく。『不起立宣言をしたＷ先生をビデオで撮る』と言い、当初『撮ったビデオは、現在紛失した』と証言しながら、後に『最初から撮ってはいない』と浅ましく平気で証言を変える。
清水校長も又、江崎校長同様の空しい証言を展開した。先日やっと人間本来の、誠実な証言した校長の存在にホットしたのだが。」
(地裁・傍聴者30名・人事委員会傍聴者13名。心から感謝しています。被処分者の会・星野)
*前回送ったメールに、西川さんの傍聴の声と12・19地裁・「予防訴訟」裁判のＯさんの傍聴の声を追加して送ります。(星野)

人事委員会傍聴者の声（5）

オムツをさせてまでも君が代を歌わせろ。

【2005・12・21】

12・21卒⑥グループ・江崎安幸(大泉養護学校長)・清水一幸(練馬工業高校校長)

*「江崎校長は、日常『俺って都教委の言いなりになっているふがいない男だよなー』とこぼしていたと言われたが、肝心な事は『記憶にない』と言う。『10・23通達』の説明会が、何の説明会といわれていたかも忘れ、臼井人事部長が出席していたことも『記憶にない』という。3月に出した職務命令は、周年行事校の資料(雛型)を使用したと言ったのに、問いただされると、しらばっくれる。本当に『都教委の言いなりのふがいない男』そのものだ。職務命令を出す法律は根拠も知らずに『必要だから出した』では余りにもお粗末すぎる。予行の時に、生徒が尿意をもようしたので、渡辺先生が連れ出したのを教頭が見て、子どもにはオムツをあてて、君が代の時は会場に居るように、『これは職務命令だ』言ったという。トイレに行ける子にオムツをしてまで君が代を歌わせることの非人間的、非教育的発想に、本当にゾッとする。」　　　　　(関口暁子・元都立高校教員)

*「今日の校長はひどいという声が上がった。９割ぐらい記憶にないで終始し、確かにそのひどさは別格物ではあった。しかし、尋問した校長（降格した校長を除いて）は程度の差があるとはいえ、全て同じだと思う。ウソを平気でつける人間が大手を振って闊歩している。上はブッシュ・小泉・石原に始まり、都教委・校長たちまで皆同じだ。

中でも、先日の証言では次のようなことがあった！

渡辺：卒業式で撮ったテープは何処にありますか？
 校長：紛失した

 渡辺：どうして撮影したのですか？

 校長：貴方に撮るんですかと聞かれたから（なんとそれまでには、撮ると決めていなかったんだ！）

 その後、次の校長の発言に思わず目が点になった！

 校長：実は、テープはビデオに入っていなかった。

 これほどハッキリしたウソはない。

 どうしてありもしないテープを紛失できるんだ。これは神業だ！

　テレビ等で放映されるウソをつく人は、いくら記憶にないと言い逃れようと視聴者には判るものだということ知っている筈である。しかし、彼らはそれを平気でやれる人種である。　今年初めに起こったNHK番組改竄問題では、NHKと朝日のどちらがウソをついているかは明らかであったのにNHKは「政治的圧力を感じなかった」という本人しか分からない問題で切り抜けた。これは記憶にないというウソと同じだ。わざわざ、記者会見をやってまで、「私はウソを言っています」と言っているようなものだ。安部晋三は最後にはNHKと会ったことを認め、「不偏不党の立場で取り扱ってほしい」と言って釈明した。彼にとっては、これが釈明になっているのだ。最も右の人間という自覚もないのか。

人事委員も役人も都の代理人も同じような人種と考えたほうがいい。どんなに都庁の役人・校長たちのウソがその場で明らかになっても、それを一般都民に知らせされないと都の人事委員会も同じようにウソを重ねて進行する。彼らも茶番を演じている自覚はあるだろう。 　
都民に知らせていく努力をしょう！

（「藤田さんを応援する会」西川隨一）
*＜ヒゲメモ＞
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*「１９日午前中、『予防訴訟』の傍聴に出かけてきました。１０／２３通達以降、毎月の校長連絡会、その後の学区ごとの校長達の集まり、あるいは学区担当の管理指導主事の校訪問、さらに電話等で、ことこまかに教員に対して口頭と文書により職務命令を出すこと、

その具体的な手順について指示があったことを、山中弁護士の質問に答える形で

淡々と、しかもはっきりした声で答えていました。

陪席の裁判官から校長の裁量の余地は合ったのかとの問いに、式歌を何にするかと　答辞、送辞の場面をどう設定するぐらいだったと答えていました。

傍聴していて事実をありのままにかたるということが、どんなに力強いことなのか伝わってきた気がします。」　　　　　　(Ｏ・Ｎ　都立高校現役教師)
